
会
　
　
報

三
月
例
会

　
三
見
こ
田
（
土
）
　
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
練
列
館
第
二
教
室

　
　
　
商
業
ト
　
よ
り
み
た
索
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
郁

　
両
家
三
百
年
を
中
糧
史
上
層
何
に
位
概
づ
け
る
か

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
議
が
な
さ
れ
つ
つ
も
米
だ

定
説
を
み
な
い
。
泓
は
こ
の
時
代
の
性
．
格
を
鰹
，
え
て

ゆ
く
｝
つ
の
視
角
と
し
て
商
業
紛
題
を
と
り
あ
げ
て

み
た
。
宋
代
は
商
業
が
飛
躍
的
に
発
達
、
貨
幣
経
済

の
進
展
に
も
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
と
…
冒
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
実
体
は
更
に
綿
密
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
時
代
の
商
業
全
体
を
眺
め
た
特
に
大
き
な
特

色
と
し
て
、
潤
家
権
力
乃
至
は
巾
央
集
権
統
治
機
構

と
商
業
と
が
密
接
に
繕
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
携
え
ば
罵
家
財
致
と
い
う
面
か
ら
み
て
、

綴
政
遷
三
三
の
必
需
品
な
民
間
よ
り
買
上
げ
る
、
つ

ま
9
，
政
贋
自
身
が
買
手
市
場
と
し
て
登
場
す
る
〃
溜

買
”
　
　
木
竹
・
染
料
・
舐
墨
・
羽
菊
な
ど
　
　
は

縢
代
よ
り
進
展
し
て
い
た
地
方
特
風
物
生
産
に
一
層

の
檎
軍
を
か
け
、
ま
た
特
に
が
榔
羅
”
〃
歴
覧
買
絹
”

と
呼
ば
れ
る
、
米
、
布
面
類
の
知
照
貝
は
、
こ
れ
ら
の

物
品
を
下
直
に
商
口
㎜
と
し
て
生
産
せ
し
め
る
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
政
策
に
霧
生
す
る
広
範
な
繭
入
の
活

動
に
大
き
な
利
益
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た

塊
銭
収
入
の
中
軸
を
な
す
綴
・
茶
の
専
売
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
北
・
繭
辺
異
斑
族
防
備
の
た
め
の
兵
馬

に
供
給
す
る
糧
草
藁
付
に
つ
い
て
も
、
商
人
に
絶
好

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
た
。
こ
う
し
た
政
策
に
寄

生
す
る
商
人
は
＝
圃
地
主
で
あ
ウ
、
　
細
何
ら
か
の

型
で
官
と
結
び
つ
き
、
利
潤
を
蓄
秋
し
て
も
そ
れ
を

消
費
す
る
方
向
が
主
で
あ
っ
た
。
勿
論
都
衛
を
中
心

と
し
て
近
郊
農
漁
村
を
含
め
た
㌫
…
場
圏
や
、
客
商
に

よ
る
民
間
交
易
の
著
し
い
発
展
も
み
ら
れ
る
が
、
商

業
の
中
枢
は
、
政
権
・
統
治
組
織
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
た
。
朱
代
の
都
窃
に
は
嗣
業
綴
合
〃
讐
”
が

出
現
す
る
が
、
こ
れ
と
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
都

甫
共
同
体
の
母
胎
と
い
う
よ
り
は
、
政
府
官
庁
が
こ

れ
か
ら
必
需
品
を
無
料
徴
収
し
、
そ
れ
と
引
換
え
に

独
占
の
特
権
を
与
た
と
い
う
色
彩
も
強
く
み
ら
れ
、

矢
張
り
楓
家
権
力
に
寄
生
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
黒
垂
．
後
の
独
裁
鴛
主
制
の
細
事
に
つ
い
て
は
多
方

瀬
か
ら
の
検
討
を
要
す
る
が
、
五
代
・
朱
初
に
あ
っ

て
は
全
幽
的
な
商
品
流
通
と
い
う
要
求
が
矢
張
り
一

方
に
荏
在
し
、
唯
央
集
権
附
家
の
戒
立
の
一
要
素
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
　
（
梅
原
　
郁
）

律
令
賞
衙
組
織
の
解
体
過
程

　
　
　
り
籍
控
爾
町
の
形
～
成
と
座
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
康
彦

　
九
世
紀
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
諸
官
衙
の

縮
小
・
停
廃
・
併
含
、
と
く
に
元
慶
孫
年
の
四
千
町

に
の
ぼ
る
官
田
設
蝋
紅
等
》
連
の
措
置
は
、
要
す
る
に

中
央
官
衙
費
・
口
入
給
与
の
絶
量
的
不
足
に
苅
処
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
過
程
や
結
田
不
か

ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
中
枢
官
衙
琵
出
納
所
司
に
対

す
る
庶
官
1
1
不
急
官
衙
の
、
統
一
酌
な
中
央
財
敗
か

ら
の
疎
外
で
あ
り
、
か
っ
そ
れ
に
よ
る
官
衙
機
構
∵

績
織
の
弛
緩
で
あ
っ
．
た
（
拙
稿
「
元
慶
官
田
の
史
的

意
義
」
い
日
本
鷹
曳
」
一
七
七
号
参
照
）
。
官
鴇
の
諸

司
分
鋼
跣
官
衙
領
（
掛
）
の
成
立
と
そ
れ
に
よ
る
宜

衙
財
政
．
の
独
立
化
、
つ
ま
り
窟
衙
財
政
の
荘
園
制
曲

農
鮒
が
そ
の
＝
期
標
，
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
研
究

で
看
過
さ
れ
て
い
る
問
題
は
、
そ
う
し
た
需
衙
組
織

の
解
体
が
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
所
在
地
た
る
京
都
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
発
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
の
共
体
的
追
究
で
は
な
か
ろ
う
か
、
ル
、
れ
は
単
に

大
内
裏
に
群
濃
し
て
い
た
諸
声
衙
の
建
物
が
ど
の
よ
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、
報

会

う
に
衰
微
し
退
転
し
た
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
官
衙
機
構
を
様
々
な
面
で
支
え
て
い
た
京

都
の
町
や
市
民
と
の
関
係
の
推
移
い
か
ん
、
　
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
。
副
題
に
い
う
「
官
衙
町
」
の
形
成
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
も
っ
と
も
注
H
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
と

お
も
う
。

　
保
一
兀
鷲
一
腰
十
論
南
画
刀
⊥
丁
教
官
酌
且
嘱
望
案
　
（
「
皿
－
確
認
嵐
口
入
し

二
九
三
一
号
）
は
、
次
の
よ
う
な
神
舐
官
の
訴
え
に

応
じ
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
理
ち
「
本
官

町
（
且
課
題
宜
晦
）
に
鷺
住
す
る
輩
1
1
満
人
は
、
年

来
の
問
守
護
役
を
勤
仕
し
て
来
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

近
年
旛
蝋
目
の
減
を
募
っ
て
本
富
の
催
に
叶
わ
ず
、
或

　
　
　
　
ヘ
　
ス
ゾ

砿
数
戸
（
戸
主
）
の
地
を
傾
し
そ
れ
を
泓
領
に
准
じ

て
売
買
す
る
。
そ
こ
で
難
渋
の
輩
を
三
江
し
、
役
に

叶
う
も
の
を
塀
往
せ
し
め
た
い
の
で
あ
る
が
、
慮
外

の
雑
繊
が
出
来
し
て
も
そ
の
恐
れ
が
少
な
く
な
い
。

よ
っ
て
奏
聞
す
る
所
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
神
二
二
…
の
場
合
で
あ
る
が
仙
〃
の
官
衙
で
も
同

様
の
事
情
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ

の
史
料
か
ら

②
官
衙
町
の
居
佐
考
は
当
該
宮
衙
へ
の
課
役
を
負

　
う
。
こ
の
義
務
を
怠
れ
ば
町
か
ら
追
放
さ
れ
る
。

　
逆
に
言
え
ば
そ
れ
だ
け
の
姫
島
を
官
衙
が
有
し
て

　
い
る
。

⑨
官
衙
町
の
黒
地
は
贋
住
者
の
泓
頷
で
は
な
い
。
泓

　
に
売
買
で
き
な
い
官
衙
譲
で
あ
る
。

③
に
も
拘
わ
ら
ず
平
安
末
期
に
は
膚
①
②
の
原
器
が

　
崩
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

③
は
そ
れ
で
ま
た
意
味
を
有
す
る
が
、
と
く
に
①
②

の
事
実
す
な
わ
ち
京
都
市
中
に
官
衙
町
が
あ
り
、
そ

こ
で
は
入
間
と
土
地
が
共
に
官
衙
の
領
す
る
所
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
官
衙
傾
が
窟
衙
田
と
い

う
形
で
し
か
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
研
究
方
法
に
、
重

要
な
問
題
を
提
供
す
る
も
の
と
欝
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
神
紙
官
営
な
ど
官
衙
町
は
ど

の
辺
り
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
拾
芥
抄
」
所
載
（
左
）
京
図
に
よ
る
と
、
大
宮

通
以
東
、
　
ほ
ぼ
三
条
坊
以
北
、
　
つ
ま
り
大
内
裏
の

外
、
平
安
京
東
北
隅
に
、
こ
の
神
紙
官
町
を
は
じ
め

と
し
て
、
縫
殿
町
・
正
親
町
・
縫
部
町
・
内
教
坊
町

・
女
官
町
・
内
港
町
・
大
舎
人
町
・
左
衛
門
府
町
・

左
兵
衛
町
・
修
理
職
町
・
外
記
町
・
東
宮
町
・
木
工

町
等
々
、
官
衙
名
を
冠
す
る
町
が
多
数
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
「
拾
芥
抄
扁
二
身
は
鎌
倉
宋

～
南
北
朝
期
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
を
平
安
時
代
の
資
料
と
し
て
使
用
し
う
る
こ
と

は
、
当
時
の
貝
記
記
録
類
に
前
掲
官
衙
町
の
名
が
散

見
す
る
所
か
ら
し
て
も
認
め
ら
れ
て
よ
い
。
そ
の
出

現
は
．
平
安
遷
都
後
閾
も
な
く
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、

「
捻
芥
抄
」
以
外
に
も
蔵
人
町
・
鷹
司
町
・
御
荒
蕪

（
東
蔵
町
）
・
帯
刀
町
・
近
衛
町
等
の
存
在
が
知
ら
れ

る
。
東
宮
町
に
年
来
寄
宿
し
て
い
た
左
衛
…
常
数
平
西

経
が
夫
役
を
諜
せ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
（
「
左
経
寵
」

寛
仁
關
年
二
月
一
照
臼
条
）
も
、
先
の
神
概
官
町
の

守
護
役
に
絹
応
ず
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
町
の

屠
住
藩
は
門
蔵
人
町
章
部
」
（
「
中
右
記
」
永
久
二
年

七
月
八
日
壁
越
）
な
ど
と
睡
ば
れ
て
い
る
。
要
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
富
衙
専
属
の
童
部
が
各
条
に
集
団
的
に
屠
呈
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
中
世
に
お
け
る
座
商
人
の
｝
典
型
で
あ
る
四
府
駕

輿
丁
座
は
、
元
来
は
左
右
近
衛
麿
・
左
右
兵
衛
府
の

四
府
に
属
し
て
輿
宿
に
奉
仕
し
た
下
部
集
団
で
あ
る

が
、
そ
の
中
の
一
つ
親
猟
熊
座
は
、
　
「
雛
心
霊
」
論
耐
震

図
に
見
る
。
大
宮
通
東
・
狢
熊
通
西
・
近
衛
逓
北
・

鷹
司
通
南
に
あ
る
左
籍
門
府
（
r
）
で
あ
ろ
う
。
の

ち
西
陣
織
を
織
っ
た
の
は
大
舎
人
座
の
工
人
で
あ
る

が
、
元
来
機
織
と
無
関
係
で
あ
っ
た
大
舎
入
が
こ
れ

に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
織
部
鰐
の
町
織

部
町
の
東
屋
に
大
舎
人
町
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら

織
部
町
と
大
舎
人
町
の
混
分
が
み
ら
れ
た
結
果
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
一
、
二
の
事
例
か
ら
も
、
官
衙
町
の

形
成
は
中
世
的
な
商
工
業
灘
集
団
（
地
域
性
を
禽
め

て
の
）
1
1
座
の
基
盤
で
あ
り
源
流
を
な
す
も
の
で
も

あ
っ
た
こ
と
が
椎
　
定
さ
れ
て
来
る
と
お
も
う
。
整
の

成
立
を
磨
．
え
る
郷
、
食
の
｝
視
角
が
こ
こ
に
存
在
し
て

い
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
へ
村
井
康
彦
）
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学
界
消
息

読
史
会
　
三
月
例
会

　
三
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
於
・
京
都
大
学
楽
友
会
館
（
以
下
同
）

　
「
三
期
摂
関
政
治
」
に
つ
い
て
　
　
佐
藤
宗
諄

　
日
本
に
お
け
る
洋
式
製
鉄
業
の
成
立
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
・
パ
ー
ト
ン

四
月
例
会

　
顯
月
十
竃
日
（
土
）

　
室
町
後
期
の
「
民
衆
交
化
に
　
熱
田
公

　
翌
翌
初
頭
の
繕
落
耕
地
　
　
r
　
　
朝
尾
霞
弘

西
洋
交
読
轡
会
　
第
十
囲
界
季
大
会

　
四
月
二
十
九
賦
（
祝
）
於
　
京
大
楽
友
会
館

　
ビ
ザ
ン
ツ
に
お
け
る
条
件
的
保
有
米
眼
治
泰

　
ド
イ
ツ
社
会
蛾
主
党
と
「
革
命
己
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
旧
収
治

　
ド
イ
ツ
「
十
一
月
雷
雪
叩
」
と
申
果
エ
ル
ベ
土
地
粟
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
幹
雄

　
ド
イ
ツ
中
世
撫
毒
に
お
け
る
ツ
ン
フ
ト
闘
争
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
原
義
生

　
紀
元
前
三
世
紀
に
お
け
る
民
会
の
改
革
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
香
　
蕉

　
カ
ル
ヴ
ァ
ン
へ
の
一
ア
ブ
ロ
ー
チ

ー
宗
教
改
革
運
動
の
史
的
展
開
i
富
本
館
輔

文
化
史
学
会
　
昭
和
三
十
七
年
大
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
七
獄
（
土
）

　
同
悲
鮭
大
学
寧
静
館
罎
階
会
議
室

　
一
、
目
本
書
紀
に
み
え
る
百
済
史
料
の

　
　
字
音
仮
名
に
つ
い
て
　
　
　
　
木
下
礼
仁

　
一
、
中
世
に
於
け
る
行
基
揺
仰
の
膨
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
晶
子

　
一
、
美
術
史
に
お
け
る
造
形
材
料
　
小
川
光
陽

　
一
、
我
園
「
ユ
ダ
ヤ
問
題
」
観
の
展
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
沢
斑
典

　
一
、
定
朝
の
位
殿
づ
け
　
　
　

小
林
甲
州

　
一
、
茶
透
史
に
お
け
る
中
涯
美
学
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
陳
邦
男

　
一
、
仮
名
酵
「
新
論
」
の
思
想
史
的
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
肩
　
　
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
i
　
　
　
　
　
鴬
．
．
且

〈
公
開
講
演
〉

　
「
世
界
史
の
哲
愚
窄
」
か
ら
「
批
珊
介
史
の
科
学
」
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
一
膚
ヨ
内
，
、
声
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湿
膨
震
｝
あ
》
測

　
「
長
崎
県
編
江
市
大
浜
原
始
墓
」
の

　
発
掘
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
酒
詰
仲
男

龍
谷
大
学
史
学
会
　
昭
和
三
十
七
年
大
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
τ
月
十
七
n
（
土
）

　
午
後
｛
時
～
胤
時

　
於
　
籠
谷
大
学
図
書
館
講
堂

　
一
、
中
國
均
削
濁
度
と
大
谷
文
書
西
轡
元
佑

　
一
、
古
代
浄
圭
教
思
想
に
つ
い
て
　
荊
瞭
島
達
朗

神
道
票
教
学
会
　
昭
和
三
＋
七
年
大
会

　
昭
和
三
十
七
奪
十
二
月
一
・
、
二
籍

　
九
時
～
十
七
臨

　
於
　
濁
学
院
大
学

第
一
日
（
公
開
講
演
）

　
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
角
井
正
慶

　
日
本
人
の
心
情
　
　
　
　
　
　
　
仁
戸
田
六
三
郎

　
　
（
円
卓
会
議
）

　
宮
中
祭
祀
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
束
溝
貫
氏
を
囲
ん
で

第
二
日
（
研
究
発
表
）

諏
訪
社
の
大
祝
考

愚
響
抄
の
一
考
察

隠
岐
島
に
於
け
る
祭
の
一
考
察

近
批
の
神
職
紐
織
．

特
殊
神
事
の
一
考
察

氏
子
集
隅
と
町
内
会

村
落
と
信
仰

口
本
書
紀
の
編
鯛
に
つ
い
て

森平池小土加早沼
墨客田縮醗1
助房三日訓久章友

日
本
精
神
史
に
お
．
け
る
讃
美
歌
の
位
偶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
横
文
之
助

和
歌
に
現
わ
れ
た
襖
蔽
の
習
俗

明
治
隣
年
悠
紀
主
基
ト
定
考

神
職
の
定
義

律
に
お
け
る
宗
教
関
係
規
楚

神
道
教
化
の
根
本
問
題

野
帰
細
造
を
め
ぐ
る
雪
融
と
斎
戒

」
　
一
　
戸
く
　
　
二
＼
　
．

滞
貸
竣
訊
ブ

岩
本
徳
一

小
野
祖
教

梅
田
義
彦

小
林
健
三

曾
根
研
一
瓢
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学界消息
西
日
本
史
学
会
　
昭
和
三
十
七
年
大
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
饅
～
二
臼

　
九
時
～
＋
六
時

　
於
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部

〈
公
開
講
演
〉

　
中
国
農
業
技
術
史
　
　
　
　
　
　
　
西
山
武
一

　
融
附
地
山
村
の
成
立
と
在
町
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田
誠
一

〈
支
部
代
表
〉

　
鎮
西
島
津
庄
と
摂
関
家
　
　
　

工
藤
敬
一

　
徳
之
島
の
散
謄
村
落
　
　
　
　
　
　
欄
野
利
彦

　
中
惜
【
末
、
下
戸
四
角
…
期
の
地
頭
と
衆
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
波
田
　
興

　
長
崎
外
入
届
留
地
に
於
け
る
華
僑
進
出
の

　
経
緯
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
菱
谷
武
平

く
日
本
史
部
会
V

　
惣
領
の
公
事
支
醗
権
に
つ
い
て
　

小
園
公
蝶

　
辺
境
型
名
体
側
…
の
成
立
と
そ
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
山
良
光

　
琉
球
「
金
姓
家
譜
偏
考
　
　
　
　
　
虎
頭
民
雄

　
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
　
　
　
　
　
．
横
尾
泰
宏

　
近
世
長
崎
の
箇
所
と
竈
　
　
　
　
　
中
村
　
　
質

　
中
学
校
に
於
け
る
郷
土
史
の
指
導
　
下
鑑
網
純
治

　
楊
良
傾
に
於
け
る
「
門
漏
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
寿
之
郎

　
商
入
地
主
石
本
家
の
塩
浜
経
常
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
類
喜
久
雄

〈
共
嗣
研
究
〉

門
舗
制
崩
壊
過
程
の
諸
問
題

　
1
、
天
明
三
年
神
殿
村
検
地
名
寄
張
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
満
郎

　
2
、
半
農
畿
趨
分
解
の
一
桝
　
　
高
木
瑞
穂

　
3
、
ウ
ヂ
ガ
ミ
祭
の
調
査
よ
り
　
吉
永
公
祐

く
東
洋
史
部
会
V

夷
雛
壇
境
録
に
つ
い
て
　
　
　
　

迫
照
稔
夫

秦
の
旬
奴
討
伐
に
関
す
る
若
干
の
岡
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
描
永
弘
之

九
品
掛
入
法
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
越
智
重
明

北
宋
時
代
の
場
務
に
於
け
る
朧
官
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牽
　
　
　
徽

秦
櫓
の
財
政
政
策
に
つ
い
て
の
｛
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
正
博

州
検
司
の
兵
力
構
成
と
保
甲
法
　

羽
生
健
一

宋
代
の
手
形
紙
幣
発
行
の
技
術
的
背
虫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
　
靖

唐
代
の
山
月
に
つ
い
て
　
　
　
　
R
野
…
謝
薫
郎

〈
西
洋
史
部
会
〉

．
帆
ソ
剛
O
ω
冴
一
鉱
O
コ
，
困
づ
．
．

ッ
｛
．
℃
○
琴
貯
ω
O
客
。
と
そ
の
時
代
　
馬
場
典
明

十
七
世
紀
一
十
八
世
紀
初
頭
に
於
け
る

フ
ラ
ン
ス
の
農
業
構
造
変
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
垣
嘉
夫

ト
ラ
イ
チ
ェ
ケ
の
「
政
党
論
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘔
一
り
　
7
㌃
　
　
　
髭
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ー
8
　
蟹
　
　
　
覧
h

ガ
ボ
ン
の
白
烹
帝
職
単
願
の
樹
催
紀
～
と
行
進
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
島
有
厚

　
〃
革
命
的
オ
ブ
ロ
イ
テ
”
の
革
命
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
塚
敏
生

〈
地
理
部
会
〉

ピ
ー
チ
．
ロ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　

米
谷
静
二

甘
藷
方
言
称
呼
の
地
理
的
分
界
　
　
桑
原
　
　
一

川
内
川
水
系
に
於
け
る
電
源
開
発
　
矯
村
健
一

シ
ラ
ス
台
地
に
於
け
る
水
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
落
で
・
肖
r
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
ゑ
一
1
f
哩
1

〈
考
古
民
俗
部
会
〉

縄
文
晩
期
の
石
器
の
交
搬
に
つ
い
て
上
村
俊
雄

沖
縄
久
米
島
謝
名
堂
貝
塚
調
査
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
友
寄
英
一
郎

大
隅
圏
分
寺
坑
と
康
治
元
年
銘
石
層
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
獣
富
士
雄

縄
妾
化
中
期
土
器
の
震
　
鵬
麟
ト
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
ザ
　
一
　
「
－
　
匡

熊
本
県
竹
の
後
・
男
成
の
縄
文
後
・

晩
期
の
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
　
　
松
本
雅
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
島
忠
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
藁
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
　
格

財
団
法
人
　
古
代
挙
協
会
　
昭
禰
三
十
七
年
大
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
日

　
午
前
九
時
～
午
後
誠
臨
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於
　
大
谷
大
学
図
書
館
講
堂

〈
研
究
発
衰
〉

天
満
天
神
信
仰
の
成
立
に
つ
い
て

源
空
教
幽
と
念
仏
停
止

古
代
日
本
の
帰
化
氏
族
と
仏
教

律
令
礼
式
の
修
定

八
世
紀
の
土
器
の
生
産

A
公
開
講
演
V

伝
承
よ
り
見
た
る
日
本
古
代
の
葬
制

丹
生
文
化
の
諸
相

士
R
代
よ
り
・
中
世
へ

．
長
　
照
代

烈
匹
　
艮
　
　
諦

堅
田
　
鯵

大
賀
良
献

木
継
目
三
郎

五
来
　
重

角
田
門
衛

竹
内
理
三

嚢
倉
瓦
窯
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た
え
だ

　
二
月
末
、
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
の
三
際
会
館
建
設

採
土
場
で
瓦
窯
石
原
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
京
都
府

で
は
京
大
考
古
学
教
室
の
横
山
浩
｝
助
手
を
責
任
者

と
す
る
発
掘
調
査
を
、
三
月
一
日
か
ら
顯
屑
一
七
臼

ま
で
実
施
し
て
飛
鳥
時
代
の
登
り
窯
一
基
を
発
掘
し

た
。　

窯
ほ
丘
陵
の
南
斜
．
撫
に
勾
配
を
も
っ
て
つ
く
ら
れ

た
階
段
式
登
り
窯
で
、
長
さ
約
＝
一
m
、
幅
二
m
。

｛
部
に
天
井
を
と
ど
め
、
そ
の
部
分
の
観
察
か
ら
、

ほ
り
ぬ
い
て
作
　
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
幾
度
も

く
り
か
え
し
て
使
用
さ
れ
た
結
泉
、
窯
内
の
堆
積
が

す
す
．
ん
で
部
分
6
9
に
は
床
薗
が
数
目
か
さ
な
っ
て
み

と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
壁
の

補
修
や
、
焚
口
付
近
の
漏
話
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
本
瓦
窯
に
、
規
模
、
構
造
と
も
に
よ
く
似
た
奈

良
県
飛
鳥
寺
瓦
窯
と
と
も
に
、
瓦
窯
と
し
て
は
最
も

古
い
．
も
の
に
ぞ
く
し
て
い
る
。

　
窯
の
内
部
、
灰
原
か
ら
は
多
数
の
瓦
、
須
恵
器
が

出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
瓦
に
つ
い
て
は
、
瓦
当
紋
が

識
種
…
顯
酬
と
も
、
北
区
北
野
由
梅
町
の
北
野
｛
溌
土
可
の
も

の
と
ご
致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
瓦
窯
で
や
か
れ
た
瓦

は
嗣
廃
寺
に
供
給
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
瓦
窯
の
須
恵
器
は
絶
対
年
代
の
ほ
ぼ
孫
子
で

き
る
瓦
と
共
存
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
須
恵
器

の
編
年
的
研
究
の
上
で
重
要
な
基
準
に
な
る
も
の
で

あ
る
。

か
　
い
　
で

鶏
冠
井
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
む
と
く
に
　
む
こ
う
　
　
か
い
で

　
京
都
府
乙
調
郡
向
日
町
鶏
冠
弁
の
欄
鉄
新
幹
線
工

事
競
．
場
で
中
山
修
一
氏
に
よ
っ
て
弥
生
式
時
代
の
遺

跡
が
発
見
さ
れ
た
。
隔
鉄
よ
り
調
査
の
委
嘱
を
う
け

た
京
都
府
で
は
、
府
交
化
財
専
門
委
奥
有
光
教
一
を

調
査
主
任
と
し
て
、
昨
年
一
二
月
お
よ
び
本
年
三
面

一
測
一
一
七
臼
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
と
発
掘
調
査
と

を
お
こ
な
い
、
ピ
ッ
ト
の
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
　
発
掘
し
た
二
つ
の
ピ
ッ
ト
は
、
　
平
面
形

（
円
円
・
舟
型
）
や
断
簡
の
と
と
の
っ
て
い
る
こ
と
、

内
部
か
ら
鍮
活
遺
物
が
多
数
出
土
す
る
こ
と
な
ど
か

ら
人
為
的
な
も
の
と
み
と
め
ら
れ
た
。

　
出
土
し
た
土
器
は
、
前
期
（
門
内
第
一
様
式
）
後

半
の
も
の
（
西
瓜
破
式
）
と
、
群
議
初
頭
（
館
二
機

式
）
で
あ
る
。
現
在
ま
で
出
城
で
は
、
前
期
弥
生
式

土
器
の
発
見
例
が
す
く
な
く
、
本
訴
鞍
と
長
岡
町
神

足
繭
の
宮
遺
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
後
に

多
数
の
古
墳
が
築
造
さ
れ
、
さ
ら
に
萩
都
造
営
の
地

と
さ
れ
た
こ
の
地
域
が
出
城
で
は
じ
め
て
耕
地
が
開

発
さ
れ
、
最
初
の
稲
…
が
結
掌
（
し
た
地
と
一
致
す
る
の

は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

　
中
期
の
弥
生
式
土
器
は
、
わ
ず
か
七
㎝
を
へ
だ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

る
に
す
ぎ
な
い
伏
見
区
深
草
遣
跡
の
も
の
と
異
質
の

も
の
で
あ
っ
て
、
深
草
遺
霧
の
土
器
に
つ
よ
く
み
ら

れ
る
近
江
的
色
彩
は
、
こ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

ず
、
む
し
ろ
、
大
和
・
河
内
の
土
器
と
の
親
近
性
が

つ
よ
い
。
　
出
土
し
た
石
器
に
は
石
庖
丁
、
　
舞
子
石

斧
、
扁
平
片
匁
握
斧
、
石
錐
、
猛
雨
、
石
槍
な
ど
が

あ
る
。
こ
の
他
、
瓦
、
須
恵
器
、
ま
師
器
な
ど
が
出

土
し
た
。
長
岡
京
の
年
代
の
も
の
で
あ
る
。

一軌

W…

p
晒
朋
二
二
照
獅
欄
　
　
定
価
二
〇
〇
円

　
史
　
林
　
（
細
口
轡
第
毒
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
替
京
都
五
一
五
五
囎

　
　
　
　
　
　
　
理
嬢
長
　
　
宮
騎
市
定

　
　
　
　
京
都
宙
下
京
琶
西
七
条
御
所
ノ
内
禦
町
三
九

印
捌
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

（520）172


